中学生におけるパソコンによるインターネットへの依存傾向とエゴグラムとの関連性 by 日野, 秀俊
学校教育学研究， 20日，第25巻， pp，63-73 
中学生におけるパソコンによるインターネットへの依存傾向と
エゴグラムとの関連性
日野秀俊
(兵庫県立神出学園)
本研究は，質問紙調杏法を用いて，中学生におけるパソコンによるインターネット依存傾向とエゴグラムとの関連性につ
いて着目し，公立中学校の差異を中心に検副された。 A県の公立中学校4校の中学3年生549名(男了，289名，女子260名)
が研究協力省として参加した。生徒のパソコンによるインターネット依存傾向の測定のためには，鄭 (2007) を参考に作成
されたインターネット依存傾向尺度が，そして，エゴグラムの測定の為には，甲斐ら(1991)の自己成長エゴグラム (Self
Grow-up Egogram:以下 SGE)尺度が構成されて使用された。収集された資料は，インターネット依存傾向l得点および下位
尺度何点との男女差の検副が行われ，また，エゴグラムパターンとインターネット依存傾向何点および卜位尺度何点との関
連性を Wilcoxon順牧和検定の分析で行われた。主な結栄は以下の通りであった O
(1)女子群のインターネ yト依存傾向得点が男子群のそれを有志に上凶っていた。
(2)下位尺度得点、について，女子群の禁断症状下位尺度得点とインターネット上対人関係での満足下位尺度得点がリj子群
のそれを有意に上回っていた。
(3)インターネット依存傾向得点について， N型Iの人は， 5%水準で，そうでない人よりもそれを布意に h阿った。中
でも，禁断症状下牧尺度得点と現実と似想との区別障害下牧尺度得点について， N型Iの人は， 59も;J(準で，そうで
ない人よりもそれを有志、に上凶った。
(4)禁断症状下位尺度得点について， A優位型の人は， 5 %水準で，そうでない人よりもそれを有意に下回った。
(5) インターネット上対人関係満足卜位尺度作点について， FC低位型の人は，5%水準で，そうでない人よりもそれを有
意に下阿った O
これらの事実に関して，臨床心理学的な観点から，そして学校教育学的な観点から考察が行われた。
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a Personal Computer and Egogram in a Junior High School Student 
Hidetoshi Hino 
(的ogopr，句作cturalKande Gakuen) 
U sing the question paper survey method， this r巴searchpaid its attention about the relevance of th巴 lnt巴rnetdependence ten-
dency of a personal computer and egogram in a junior high school student， and was considered focusing on the difference in 
a public junior high schooL 549 third-year students in a junior high school of four public junior high schools of A prefecture 
(289 boys， 260 wom巴n)participated as a r巴searchpartr町 sl叩 P巴rson， F or meaSUl'ement of th巴 lr印 rnetdep巴nde配 etendency a 
student's personal computer， In order to be meaSUl'ement of th巴 Internetd巴pendenc巴 tendencymeasure created by refer巴ncem 
Tei (2007)， and an egogram， the self-growth egogram (Self Grow叩 Egogram:hencefo此h，SGE) measure of worth (199J) was 
constituted and used， Examination of th巴 differencebetween men and wom巴nwith the lnt巴rnetdependence tendency score and 
a low rank meaSUl'e score was perfonn巴d，and the collected data were perfonn巴dby analysis of the Wilcoxon rank sum t巴stin 
relevance with an egogram pattern， the Internet dependence tendency score， and a low rank measure score， The main results were 
as follows 
(1) Th巴 Internet dep巴nder日 tendency score of the woman group had exc巴巴dedi此tof th児巴 boy group int旬ent悶
(包2)About t出helow rank m附巴伺as刊ul陀es叩c∞O凹re丸， t白hewithdrawal一s可ym】ptωom附 slow rank meaSUl'e score of the women group and the satisfac-
tory low rank measure score of the women group by the lnternet top interpersonal relations had exceeded it of the boy 
group intentionally. 
(3) About the Internet dependence tendency score， 59も， the person of N type ? isa level and exceeded it intentionally rather 
than those who are not so. Especially， about the distinction obstacle low rank measure score with a withdrawal-symptoms 
low rank meaSUl'e score， reality， and imagination， 5 %， the person of N typeつisa 1巴veland exceeded it intentionally rather 
than those who are not so 
(4) About the withdrawal-sYl叩tomslow rank measure score， 5%， an A predominance type person is a level and was intent削 Iー
ally les 也anit rather than those who are not so. 
(5) About the Internet top interpersonal-relations satisfactory low rank meaSUl'e score， 5%， a FC lower order type person is a 
level， and was intentionally less than it rather than those who are not so. 
The viewpoint of school education study to consideration was perfonned from a viewpoint of clinical psychol 
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1 .問題と目的
1.1 インターネットの普及
総務省 (2005) によると，平成17年度12月末現在にお
けるインターネット利用人口は8529万人，人口普及率は，
66.8%にも達し，インターネットが，学校や家庭など日
常生活に密着した形で社会生活に広く浸透するようになっ
た。
警察庁の調査 (2006) によると，中学・高校生の25.1
%(高校生男子は49.4%)が携帯電話やパソコンでイン
ターネット上のわいせつな画像を， 13.9% (高校生男子
は24.7%)が残虐な画像を， 4.6%が自殺を誘うようなホー
ムページを見たことがあると回答しており，また， 2.6 
%が出会い系サイトを利用したことがあると回答してい
るO その上警察庁の上記調査によると，携帯電話やパソ
コンからインターネットを使っている子どもの62.2%が
家庭での「ルールは何も決めていなしづと回答し，保護
者の49.2%が「何もせず，自由に使わせている」と回答
している O こうしたことから，現代の子どもたちは，イ
ンターネットの利便性を享受する一方，その危険性にさ
らされているといえる O
1.2 インターネットへの依存と依存傾向
そのような中で，本研究では，これらの見解を踏まえ，
パソコンによるインターネット依存について検討したい。
渡辺 (1997)によると，依存は社会の中で生きながら
える為に，欠かせない行為であるとし，孤立無援の状況
では，人は存在し続けることが難しいとしている。また，
渡辺 (2007)は，良い依存とは悪い依存が存在するとし，
良い依存とは，主体性のある人間として相手を尊重しな
がら，お互いに支え合い，助け合い，相手とのほどよい
間合いが取れることとしている O それに対して，悪い依
存とは，自分が安心や満足を得られないために，常に相
手にしがみついたり，相手を支配・束縛しようとするこ
ととし，依存の対象である人やものから離れなくなって
しまうことを依存症としている O 渡辺 (2007)によると，
依存症とは心の空白を埋めたりストレスから逃げる為に
何かに依存し，自分でもやめられなくなる状態とし，そ
れに対して，中毒とは悪い依存が続いた結果，肉体的・
精神的に障害され，生きることに耐えがたい状態とし，
依存症と中毒との関係を原因と結果の関係にあるとして
いる O
Young (1998)やAnderson(2002) らによって「イン
ターネット依存jについての先駆的研究は行われた。病
的賭博や薬物依存の診断基準をもとに， Young (1998) 
は，インターネット依存とは， I寝食を忘れてインター
ネットにのめり込んだり インターネットの利用をとめ
られないと感じたりする インターネット使用者のコン
トロール不能な状態，インターネットにはまっている時
聞が増大していること，弊害が生じているにもかかわら
ずやめることができない状態，インターネットに精神的
に依存した状態」としている。また， Benjamin (2004) 
の「カプラン臨床精神医学テキスト第 2版 DSM-N-TR 
診断基準の臨床への展開， 2004Jで，インターネット強
迫(intemetcompulsion) が初めて記載された O そのな
かで，インターネット強迫とは， Iインターネット噌癖
(intemet addiction) とも呼ばれ，起きている問中，多く
の時間をコンピュータ端末の操作に費やす。反復的・持
続的にコンピュータを操作し，ネットサーフインをした
いという強い欲求に抵抗することができない。インター
ネット暗癖者，特定の必要を満たすサイト(例えば，ショッ
ピング，セックス，対戦式のゲーム)に自然に引き寄せ
られる O テレビゲーム強迫にはさまざまな行動型がある」
と定義されている。また， 日本では，丈部科学省
(2002)の調査では子どもたちの実情を考慮し， Iインター
ネット依存“傾向"Jという視点を採用している。鄭
(2007)は，大学生を対象に調査し， Iインターネット依
存傾向尺度(J尺度)Jを標準化し，作成した。その中
で，①禁断状態，②現実との区別，③日常生活・身体的
悪影響，④肯定的メリット，⑤快適満足感，⑥仮想的対
人関係，⑦没入，という七つの因子を抽出した。そこで
鄭 (2008)は， Iインターネット依存傾向jを「インター
ネットに過度に没入してしまうあまり，コンピュータや
携帯が使用できないと何らかの情緒的苛立ちを感じるこ
と，また実生活における人間関係を煩わしく感じたり，
通常の対人関係や日常生活の心身状態に弊害が生じるに
もかかわらず，インターネットに精神的に依存してしま
う状態Jと定義し，インターネット依存深刻化への予防
的援助の視点から， Iインターネット依存傾向jについ
ての臨床心理学的研究が急務であると示したO
また， Johanssonら (2004) によると，インターネッ
トのアクセス時間とインターネット依存の重症度との相
聞は低く示されており，通常考えられているように高頻
度に使用している行為は，インターネット依存のリスク
要因になるとの仮説を支持していない。
これらの見解を踏まえて，本研究では，現代の中学生
を対象として，パソコンによるインターネットへの，
「依存傾向」に閲して研究を進めて行きたい。
1.3 インターネット・携帯電話・電子ゲームが
子どもたちに与える影響
警察庁の「バーチャル社会のもたらす弊害から子ども
を守る研究会J(2006)の報告は，子どもにもたらす弊
害の大きい順に，①携帯電話におけるメール・ネット，
②ゲーム，③子どもを性行為等の対象とするコミック，
④パソコンにおけるネットを挙げている。また，魚住
(2005) は現代の中学生の心理的傾向を調査し，基本的
な社会的スキルの未発達，対人関係が未熟，問題解決能
力の不足，両極端で短絡的な反応があると指摘し，メー
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ルへの依存傾向が高い子どもの特徴を次のようにまとめ
ている O ①対人関係:両極端に変動しやすい，注目され
るのを好む，他者への依存傾向，家族より友達を重視，
いじめの加害者になる傾向が高い，②認知・感情・行動:
二分法的な思考，喜怒哀楽が激しい，気まぐれで衝動的，
気分のアップダウンが激しい，暴力に対して肯定的，人
が信じられないという傾向が高い，③親子関係:反抗的
な傾向，幼少期に愛情不足，親との会話が乏しい，否定
的な養育態度，親にわかってもらえない気持ちが強い。
こうしたことから魚住 (2006) は， I①愛情飢餓→②
他者への依存→③不安定な対人関係→①」というモデル
をみいだして，メール依存がこの悪循環を加速すると指
摘している O そして対策としては，①家庭での親子関係，
安心して安全に遊べる環境を取り戻す，②学校でもソー
シャル・スキル・トレーニングや対人関係を育む授業を
行う，③メール・ネット利用に潜む危険性を知らせる，
④有害サイトへのアクセス制限などを挙げている O
岡田 (2007)は，脳生理学の立場からゲーム・ネット
依存の危険性について解明している O すなわち，ゲーム
をプレイすることにより脳の中の線条体と呼ばれる部位
でドーパミン放出が約2倍にも増え，耐性ができにくく
なり，より強い刺激なしではいられなくなり，禁断症状
があらわれるという O 具体的な症状としては，過度な熱
中と高揚，時間のコントロールの困難さ，生活・睡眠リ
ズムの乱れ，身体的随伴症，運動不足による肥満，共感
性の低下，攻撃的行動・認知，感情の起伏の激しさ，意
欲・関心の低下，うつ状態などがみられるという O
また，平井ら (2006)は，ネット上でのオンラインゲー
ムが引き起こす心性として，①主婦の場合は，自覚をも
ちながらもオンラインゲームをやめられない無力感を感
じ，家事に対する意欲が低下する O 自覚なしにオンライ
ンゲームに没頭するほど，日常生活への意欲が減退する
傾向が高まる，②中学生は他の高校生・大学生・一般成
人に比べ依存の度合いが大きく，思春期の時期にあたり
親や周囲からうまく理解されなかった時に没頭型依存と
なり，意欲減退が起こった末，不登校や学力低下に繋が
る可能性があると述べている O そして，中高生へのしっ
かりとした情報メディア・リテラシー教育を進めていく
ことが最優先の予防策であり課題であると提唱している O
1.4 情報メディア・リテラシ一教育の現状
こうした先行研究から，現代の学校現場における情報
メディア・リテラシー教育は重要と考えられる O しかし，
白石ら (2006)の教職員に対する調査によると，情報メ
ディア・リテラシー教育に閲する指導の必要性として，
約97%の全教職員が指導の必要性を実感しているのにも
かかわらず，適切な授業を行っていると思うと回答した
のが，小学校は約30%，中学校では約40%，高等学校で
は約40%，養護学校では約20%にしか満たなかった。こ
うした実態から，現代の学校現場における情報メディア・
リテラシー教育は重要と考えられる。
森山 (2007)は，今後ネット社会を生きていく子ども
たちにとって，情報教育を進めていく上で大切なことと
して， I①インターネットの特徴を『知る.L②とりうる
技術的な対策を『知る1③社会問題の動向や関連する
法規について『知る1④子どもの心の院間・ SOSを
『知る.lJを挙げている O そして，これらを知った上で，
「総合的に判断し，適切な対処行動を選択することが重
要で，インターネットには自動車のような「免許j制度
はなく，子ども達のネット行動を全て規制・制限するこ
とはできないが，そこで，我々は一人ひとりの子ども達
を“健全ネット市民"に育成することjが大きな役割と
している。
中学校教員である筆者にとって，中学生の聞でのイン
ターネット上の様々なトラブルは，ごく身近な解決課題
である。仮想空間で展開される単なる娯楽という域に止
まらず，インターネットに依存する傾向の生徒も見受け
られ始めたO こうした傾向は子どもたちのコミュニケー
ションの方法や様式の変化がもたらしたものと考えるこ
とができょうが，一大社会現象として真剣に対応すべき
課題と位置付けることができょう。これに基づき，日野
(2005)は，インターネット導入時からの情報メディア・
リテラシー教育への取り組みの教育実践を報告し，生徒
のメタ認知的機能を高める教材のポイントとして，①自
分の「感情の状態」をチェックする，②自分の「知識の
状態jをチェックする，③自分の陥りやすい状況を知る，
を指摘した。すなわち生徒自身が危険を知り，自らが陥
りやすいであろう落とし穴に気づき，自らが予防してい
く情報メディア・リテラシー教育の在り方への一方向性
を提示した。
1.5 工ゴグラムを用いた情報メディア・リテラシー
教育ヘ向けて
John M. Dusay (1977) によると，エゴグラムは交流
分析理論に基づき， Eric Bemeの提唱した 3つの自我状
態 IP: Parent親J，I A : Adult大人J，IC: Child子ども」
をさらに分割し， I CP : Critical Child批判的親J. INP: 
Nurturing Parent養育的親J. I A:大人J. IFC: Free 
Child自由な子ども」 ・ I AC : Adapted Child従順な子
どもjの5つの自我状態の心的エネルギー量を捉えよう
としたものとしている o John M. Dusay (1977)は，エ
ゴグラムを「それぞれのパーソナリテイの各部分同士の
関係と，外部に放出している心的エネルギー量を棒グラ
フで示したものである」と定義している O また，エゴグ
ラムは， TEG I (2006a) をはじめとし様々なエゴグラ
ムが開発されているが，筆者は，甲斐ら(1991)の開発
した自己成長エゴグラム (SGE)の利点，①患者のライ
フスタイルや行動パターンを予測すると同時に，その結
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果に基づいた生活指導が可能である，②交流分析理論に
基づいた，具体的な行動変容(思考や感情，言動や習癖
を含む)のプログラムを組み立て実行することが可能と
し，医療現場や教育現場で有効であるとことを参考にし
たO また，自己成長エゴグラム (SGE)は，鈴木(1997)
によって，標準化が行われたもので，男女別の各自我状
態のパーセンタイル値が示されたものである O これらを
踏まえ，筆者は，教育現場で使用できるのではないかと
考えた。
今西 (2001) は， 自己成長エゴグラム(甲斐ら，
1991)を用い，高校生の行動変容の促進に焦点を当て，
交流分析理論における<A:Adult>の自我機能を高める
心理教育と進路指導を融合した実践を示した。
そこで筆者は，自己成長エゴグラム (SGE) は，①学
校現場で実施しやすい心理検査である，②自己分析が行
いやすい，③生徒にフィードパックを行いやすい，④対
人関係や行動レベルの質問で内面に深く入り込まないと
いう利点があると考え，筆者は，中学生において自己へ
の気づきを深める情報メディア・リテラシー教育を行う
にあたり，自己成長エゴグラム (SGE)が活用しやすい
と考えた。
ところで，春日(1994)は，企業内でパソコンを長時
開業務使用する杜員を対象にテクノストレス症候群的傾
向と不安および自我状態との関連性について調査しさ
らに春日・高橋(1996)は，テクノストレス症候群傾向
の高い者を対象に，エゴグラム特性を踏まえた個別指導
助言を行い効果的であることを示したO
そこで本研究でも春日(1994) と春日・高橋(1996)
を参考とした研究デザインを組むこととした。すなわち
エゴグラムヰ寺↑生からみた ノfソコンによるインターネッ
トへの依存傾向を検討することを本研究の主眼とする O
1.6 本研究の目的
以上の問題と中学生の実情を踏まえて，本研究では，
パソコンによるインターネットへの「依存jではなく，
「依存傾向jという視点から研究を進めて行きたい。そ
して，パソコンによるインターネット依存傾向の定義と
しては，鄭 (2008)が示した， Iインターネット依存傾
向とは，インターネットに過度に没入してしまうあまり，
コンピュータや携帯が使用できないと何らかの情緒的苛
立ちを感じること，また実生活における人間関係を煩わ
しく感じたり，通常の対人関係や日常生活の心身状態に
弊害が生じるにもかかわらず，インターネットに精神的
に依存してしまう状態」と定義したものを援用すること
で， Iパソコンによるインターネット依存傾向」につい
ての定義としたい。
そこで，本研究では，①中学生のパソコンによるイン
ターネットへの依存傾向とエゴグラムにおける自我状態
との関連性を検討することを目的とする O ②そして，パ
ソコンによるインターネットへの依存傾向のある子ども
が自ら“気づきメディアとの“ほどよい間(距離)"
を置き，セルフコントロールしながらメディアをよりよ
く活用できる新たな情報メディア・リテラシ一教材の開
発に繋げることを目的とする。
2 .研究の方法
2.1 調査対象
A県の公立中学校4校の中学3年生549名(男子289名，
女子260名)を対象として，質問紙調査を実施した。そ
のうちの有効回答数は，全体で492名(男子249名，女子
243名)，有効回答率は89.6%(男子86.2%，女子93.5%)
であった。
2.2 測定尺度の設定
今西 (2001)などのエゴグラムを用いた先行研究を参
考にし，信頼性・妥当性があり無料で教育教材としても
使用しやすい自己成長エゴグラム:SGE (甲斐ら，
1991)が，中学生に適していると考え，自己成長エゴグ
ラム (SGE) を採用した。同様に，日本の大学生のイン
ターネット依存傾向尺度(鄭， 2007)を中学生用に一部
変更を加えたものを採用した。さらに，メディアに対す
る実態調査からなる小冊子を作成した。
①エゴグラム
甲斐ら(1991)の自己成長エゴグラム (SGE)50項目
を用い，各項目について「あてはまるjIややあてはま
るjI全くあてはまらないjの3件法の評定での回答を求
めた。 5つの自我状態<CP . NP . A . FC. AC>のそれ
ぞれ10項目， 5下位尺度とした。それぞれの自我状態を
TEG Iの質問項目の順に配列し，被調査者には 5下位尺
度の分類が分からないようにしたo Iあてはまる」を 2
点， Iややあてはまるjをl点， I全くあてはまらないj
をO点とし，下位尺度得点の合計得点を20点満点とした。
②インターネット依存傾向尺度
鄭 (2007)による「日本の大学生のインターネット依
存傾向測定尺度(J尺度)j49項目を一部中学生用に改
変した O 具体的には， I仕事」を「学校j，I仕事中jを
「授業中J， I実生活で出会う人」を「実生活で出会う人
(家族・学校・友人関係)j， Iネット」を「インターネッ
トj，Iオフライン状態よりオンライン状態のほうが私を
理解してくれる人が多いjを「現実の生活で出会う人
(家族・学校の友だち)より インターネット上で出会
う人のほうが私のことを理解してくれる人が多いjに変
更した。また， I使用が原因で実生活上問題が発生しで
もネット使用を止められない」と「ネットでやっている
ことを実生活でやってみたいjの2項目を削除した。ま
た， Iインターネァトjとは， I携帯電話やパソコン (T
v.電子ゲームを含む)によるインターネット」と説明
した。以上， 47項目を用い， I非常にあてはまるj，Iや
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ゃあてはまるJ，IあまりあてはまらないJ，I全くあては
まらない」の4件法の評定で回答を求めた。「非常にあ
てはまる」を 4点， Iややあてはまる」を 3，点 Iあまり
あてはまらないjを2点， I全くあてはまらない」を l
点とし，得点が高いほど依存傾向が高いとした。
③パソコンによるインターネット利用実態調査
パソコンによるインターネットの所持と使用状況の実
態調査と利用態度なども加えてたずねた。さらに，スト
レス発散方法やエコグラムの NPやAの自我状態を高め
る行動やインターネット上での誹誇・中傷の被害・加害
経験についても合わせてたずねた。
フェイスシートには，質問紙調査の依頼丈と回答方法
を表記し，性別，パソコンによるインターネットの利用
実態，ストレス発散方法を記入する箇所を設けた。調査
表は挺記名とした。
質問紙の作成にあたっては，全体形式，項目内容，表
現についての確認及び修正を，大学院生6名，現職中学
校教諭5名に依頼した。
なお，分析に用いた統計パッケージは， SPSS verl6.0 
であった。
2.3要因計画
① エゴグラムの項目分析及び内的整合性の検討を分析
された。
② インターネット依存傾向尺度の項目分析および因子
分析を行い，そして内的整合性の分析が実施された。
③ インターネット依存傾向得点および下位尺度得点と
の男女差の検討を t検定の分析で実施された。
④ エゴグラム・パターンとインターネット依存傾向得
点および下位尺度得点との関連性を Wilcoxon順位和
検定の分析で実施された O
2.4 手続き
調査は， 2008年6月上旬にかけて実施した。
調査にあたっては，調査者および大学院生が調査用紙
の配布・回収，実施要領の説明を実施された。
3.結果
3.1 エゴグラム (SGE)の項目分析及び内的整合性の
検討
まず，エゴグラム (SGE)尺度50項目の平均値，標準
偏差を算出した。そして， 50項目中 Aの自我状態であ
る2項目(項目16， 40) において，フロア効果が見ら
れた。この2項目を以降の分析から除外した O
次に， 5つの自我状態①CP，②NP，③A，④FC，⑤
ACを5下位尺度とし，本尺度の内的整合性を検討する
ために，尺度全体と下位尺度で Crombachのα係数を算
出したO 算出するに当たり，各下位尺度内で修正済みの
1 -T相聞が著しく低い値を示した4項目(①CP:項目23，
③A:項目41，④FC:項目46，⑤AC:項目29) を以降
の分析から除外した。その結果を整理したものがエゴグ
ラム Tabl巴3-1である O 全体では a二 .81であった O そ
れぞれの下位尺度ごとにみると， CPはα=.70，NPは
α二 .75，Aはα二 .74，FCはα二 .64，ACはα二 .73
であり，本尺度は，内的整合性を有すると判断された。
Table3-1 工コグラム (SGE)に関する下位尺度得点の分布と
信頼性係数
得点下位尺度 度数項目数 a係数平均値標準偏差中央値
工ゴグラム 492 44 54.66 11.60 55.00 .81 
下位尺度のCP 492 9 1.04 3.85 12.00 .70 
下位尺度②NP 492 10 12.73 4.27 13.00 .75 
下位尺度③A 492 7 6目75 3.73 7.00 .74 
下位尺度⑨FC 492 9 12.86 3.52 13.00 .64 
下位尺度⑤AC 492 9 10.90 4.21 11.00 .73 
3.2 工ゴグラム・パターンの分類
エゴグラム・パターンの分類については，東京大学医
学部心療内科 TEG研究会 (2006b) I新版 TEGIエゴ
グラム・パターンjを参考に，それぞれのプロフイール
値をパーセンタイル値の基準・ 5 段階(I :0~5%未
満， 2 5 ~25%未満， 3 : 25~75%未満， 4 : 75~95 
%未満， 5: 95~ 100%) にコード分類した O コード分
類したものでパターン図を描き， TEGパターン分類よ
り該当するパターンを同定した。 29種のエゴグラム・パ
ターンの特徴を Table3-2に示したO
Table3-2 エゴグラム・パターンの特徴
Pattern High level factor しowlevel factor Middle level factor 
CP優位 CP 
NP優位
A優位
FC優位
AC優位
CP低位
NP低位
A低位
FC低位
AC低位
台形型 I
台形型 E
台形型E
U型 I
u型E
u型E
N型 I
N型E
N型E
逆N型I
逆N型 E
逆N型E
NP 
A 
FC 
AC 
NP. A，FC 
NP，A 
A.FC 
CP.AC 
CP，FC，AC 
CP.NP.AC 
NP.AC 
NP，AC 
A.AC 
CP，A 
CP，FC 
CP.FC 
M型 NP.FC
W型 CP.A，AC
平坦型 CP，NP.A，FC.AC
平坦型 E
平坦型E
P優位型 CP.NP 
C優位型 FC.AC 
CP 
NP 
A 
FC 
AC 
CP，AC 
CP，FC，AC 
CP.NP，AC 
NP，AFC 
NP，A 
A，FC 
CP，A 
CP，FC 
CP，FC 
NP，AC 
NP，AC 
A.AC 
CP.A，AC 
NP，FC 
CP，NP，AFC，AC 
FC 
A 
NP 
FC 
AC 
NP 
CP，NP，AFC，AC 
エゴグラム・パターンの分布を Tabl巴3-3に示した。
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Table3-3 エゴグラム・パターンの分布 (N=492)
。優位型
CP優位型 NP優位型 A優位型 FC優位型 AC優位型
度数 15 17 13 3 30 
割合 (3.0%) (3.5%) (2.6%) (6.7%) (6.1 %) 
。低位型
CP低位型 NP低位型 A低位型 FC低位型 AC低位型
度数 ~ 17 ~ 17 ~ 
割合 (4.9%) (3.5%) (12%) (3.5%) (9.1%) 
Oj混合型
台形型I 台形型E 台形型皿 U型 1 U型I U型m
度数 8 8 13 9 
割合 (1.6%) (0.6%) (1.4%) (1.6%) (2.6%) (1.8%) 
N型I l¥型E N型皿 逆N型I 逆N型H 逆N型皿
度数 20 6 5 8 10 2 
割合 (4.1%) (1.2%) (1.0%) (1.6%) (2.0%) (4.5%) 
M型 W型
度数 29 6 
割合 (5.9%) (1.2%) 
。平坦型 Oその他
平坦型I 平坦型E 平坦型皿 P優位型 C優位型
度数 16 21 9 1 13 
割合 (3.3%) (4.3%) (1.8%) (2.2%) (2.6%) 
3.3 パソコンによるインターネット依存傾向尺度の
項目分析及び因子分析・内的整合性の検討
インターネット依存傾向尺度について，分析対象とし
た有効回答数492名 (89.6%)のうち， I家庭に，自由に
使;えるインターネットに十妾品売されたパソコンがあるjと
回答した， 361名 (73.4%:有効回答)を対象に検討し
たO まず，インターネット依存傾向尺度 (47項目)の項
目分析を行った。その結果， 47項目中， 41項目(項目 1，
2， 3， 5， 6， 7， 8， 9， 10， 12， 13， 14， 15， 16， 
17， 18， 19， 20， 21， 22， 23， 24， 27， 28， 29， 30， 31， 
32， 34， 35， 36， 37， 38， 40， 41， 42， 43， 44， 45， 46， 
47) において，フロア効果が見られた。 47項目中， 2項
目(項目11，39) において天井効果が見られた。このこ
とから，保護者の目が比較的に行き届いている中学生に
とって， Iインターネット依存傾向jは病理性の近い特
殊な傾向ではないかと筆者は考えた。それとともに中学
生を対象とする妥当性のあるインターネット依存傾向尺
度を開発することは今後，必要でLあることが明らかとなっ
た。以上のことを今後の課題に踏まえ，今回の研究では，
47項目すべてに対して因子分析を行うこととした。
次に，インターネット依存傾向尺度 (47項目)を因子
分析した。インターネット依存傾向に関する47項目につ
いて，分析対象とした有効回答数492名 (89.6%) のう
ち， I家庭に自由に使えるインターネットに接続された
パソコンがある」と回答した， 361名 (73.4%:有効回
答中)のデータをもとに，主因子法による因子分析を行っ
たO 固有値の変化は， 14.79， 3.03， 2.25， 2.02， 1.55， 
・というものであり，解釈可能性から 4因子構造が妥当
であると考えられた。そこで，再度4因子構造を仮定し
て，主因子法.Promax回転による因子分析を行った O
その結果十分な因子負荷量 (0.40)を示さなかった 9項
目を分析から除外し，再度主因子法.Promax回転によ
る因子分析を行った。 Promax回転後の最終的な因子パ
ターンと因子間相関を Table3-4に示す。なお，回転前の
4因子で38項目の全分散を説明する割合は， 52.68%で
あった O 回転前の固有値は，第 1因子l3.40，第2因子
2.70，第3因子2.09，第4因子1.83であった O
第I因子は17項目で構成されており， 29 Iインターネッ
トが二度とできないと思うととても耐えられないj，8 
「インターネットがないことは考えられないj，40 Iイン
ターネットができないと生活はたいくつでおもしろくな
いjなど，インターネットができないときの不都合感・
精神的焦燥感とインターネットができることによって心
地よい満足を感じている内容の項目が高い負荷量を示し
ていた。そこで「禁断症状j因子と命名した。
第2因子は9項目で構成されており， 44 Iインターネッ
トは友だちよりも重要な存在であるj，45 Iインターネッ
トができないと他のことに集中できなしり， 47 I現実の
生活で出会う人より，インターネット上で出会う人のほ
うが私のことを理解してくれる人が多いjなど，現実と
の区別が薄くなったような内容の項目が高い負荷量を示
していた。そこで「現実と仮想との区別障害」因子と命
名した。
第3因子は 5項目で構成されており， 32 Iインターネッ
トを通して，コミュニケーションができるj，13 Iイン
ターネット上で友だちを作ったことがあるj，18 Iイン
ターネットは交流の手段であるjなど，インターネット
上の匿名による関係と現実での人間関係との区別が薄く
なっている内容の項目が高い負荷量を示していた。そこ
で「インターネット上対人関係での満足」因子と命名し
た。
第4因子は7項目で構成されており， 31インターネッ
トの使用で生活が不規則になったj，35 Iつねにインター
ネットの使用時間を減らすべきだと考えているj，24 
「インターネットに熱中し成績が落ちたjなど，インター
ネットの使いすぎによる日常生活・身体への悪影響をお
よぼしている内容の項目が高い負荷量を示していた。そ
こで「日常生活・身体的悪影響」因子と命名した。
なお， Kaiser Meyer Olkin (以下 KMOと略す)によ
る妥当性は0.93なので，この因子分析は妥当性があると
考えられる O
次に，インターネット依存傾向の各下位尺度得点の分
布と信頼性係数を Table3-5に示す。下位尺度に含まれる
項目の平均値を下位尺度得点とし，各下位尺度聞の平均
値を算出したところ， I禁断症状j下位尺度得点は平均
値1.98，SD二 0.75，I現実と仮想との区別障害」下位尺
度得点は平均値1.19，SD二 0.37，Iインターネット上対
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人関係で、の満足」下位尺度得点は平均値1.59，SD二 0.72)， 
「日常生活・身体的悪影響j下位尺度得点は平均値1.71，
SD=0.63となった。内的整合性を検討するために各下
位尺度の α係数を算出したところ， I禁断症状」 α二 .95，
「現実と仮想、との区別障害jα=.83，Iインターネット
上対人関係での満足」 α=.81， I日常生活・身体的悪影
響jα 二 .74，I全体」 α二 .95であり十分な値が得られた。
これらのことから，本尺度は，内的整合性が有すること
が明らかとなった。
3.4 パソコンによるインターネット依存傾向尺度の
男女差の検討
男女差の検討を行うために インターネット依存傾向
の4下位尺度得点について，t検定を行った (Table3-6)0 
その結果， インターネット依存傾向全体 (t(359) = 
2.13， p<.05)，禁断症状因子 (t(359)二 2.21，p<.05)， 
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インターネット上対人関係での満足因子 (t(359)二
1.97， p< .05) についてそれぞれ，男子よりも女子のほ
うが有意に高い得点を示していた。現実と仮想との区別
障害因子 (t(359)二 0.13，n.s.) と日常生活・身体的悪
影響因子 (t(359) = 1.89， n.s.) については，男女の得
点差は有意ではなかった。
3.5 工ゴグラム・/'1ターンと/'1ソコンによるインター
ネット依存傾向得点との関連性
それぞれの29種類のエゴグラム・パターンに関して，
該当群と非該当群に分け，両群のインターネット依存傾
向合計得点および各因子の下位尺度得点について，
Wilcoxon順位和検定を行った。その結果，有意な関連
性がみられたものを Table3-7に示す。
①「インターネット依存傾向全体jについて， N型 Iの
人は，そうでない人よりもインターネット依存傾向全体
Table3-4 インターネット依存傾向尺度の因子分析結果(主因子法司 Promax回転)
No 項目内容 1 I 
第I因子:禁断症状 (α=.95)
?
町
29インタ ネットが一度とできないと思うととても耐えられない。 0.92 0.07 0.00 0.06 
8インタ ネットがないことは考えられない。 0.80 0ー.07 0.06 0ー.10
40インターネットができないと生活はたいくつでおもしろくない。 0.80 0.07 0.03 .0.06 
4 インターネットをするとうれしい。 0.78 .0.15 0.10 .0.02 
1 インターネットがないと人生そのものが、おもしろみがなくなる。 0.76 .0.02 0.02 .0.05 
36ある程度のインタ ネットの接続時聞がないと満足できない。 0.71 0.13 0.07 0.00 
43インタ ネットができなくなると、 刻も早く使える環境に行きたい。 0.71 0.20 0.04 0ー.09
26インターネットをすると気分がよくなり興味しんしんになる。 0.70 0.00 0.04 .0.02 
22インターネットのできないときや使用後は時々むなしくなる O 0.68 0.12 .0.09 0.00 
1 インタ ネットをすると楽しい。 0.67 0.27 0.15 0.05 
12インタ ネットをするとストレスが全部解消されたように思う。 0.64 0.13 0ー.05 。.01
33インターネットをしている聞はとても自由だと思う。 0.64 .0.07 0.18 0.05 
5 インターネッ卜するときが一番ほっとする。 0.64 0.12 0.01 0.04 
25インターネットは退屈さを解消してくれる。 0.61 .0.18 0.21 0.09 
15インタ ネットに接続できないと欲求不満になる。 0.57 0.14 0.05 0.07 
19インタ ネットを途中で終わるとまたやりたくなる O 0.57 0.01 0.06 0.12 
2インターネットの接続を切断するときにゅううつな気持ちになる O 0.53 0.22 0ー.17 0ー.05
弟H因子:現実と仮想との区別障害 (a=.83)
44インターネットは友だちよりも重要な存在である O 0.03 0.66 0.04 .0.09 
45インタ ネットができないと他のことに集中できない。 0.26 0.60 0.20 0.12 
47現実の生活で出会う人より、インタ ネッ卜上で出会う人のほうが私のことを理解してくれる人が 0ー.15 0.57 0.55 0ー.10
46 インターネットをしないとイライラして気持ちが落ち着かな ~\o 0.43 0.54 .0.18 .0.01 
9 インターネットをやっていないときもネット上の音が聞こえたり、ネットをしている夢を見る。 .0.05 0.52 0.03 .0.02 
23インタ ネットをした後はぼんやりして危ない感じがした O 0.09 0.49 0.11 0.09 
16つねにインタ ネット上のことが心配で気になる。 0.06 0.48 0.08 。.09
37インターネットをやっていないときも、やっているような幻覚を覚えたことがある。 .0.12 0.45 0.04 0.07 
30インターネットをしていると異空間に入れる気がして、自分がいつもの自分と少し遣う。 0.08 0.43 0.12 0.15 
弟皿因子:インターネット上対人関係での満足 (α=.81)
32インターネットを通して、コミュニケーションができる。
13インターネット上で友だちを作ったことがある
18インターネットは交流の手段である。
6現実の友だちよりインタ ネットで知り合った人が、私によくしてくれる O
20私は、現実の生活で出会う人よりインタ ネット上で出会う人のほうが、よりよく理解できる。
第N因子:日常生活・身体的悪影響 (a=. 74) 
0.16 0ー.10 0.69 0.04 
0.11 .0.01 0.63 0.02 
0.28 .0.13 0.61 0.02 
0.16 0.57 0.58 0.10 
0ー.10 0.38 0.54 0ー.01
3インターネットの使用で生活が不規則になった O 0.04 0.07 .0.01 0.64 
35つねにインタ ネットの使用時聞を減らすべきだと考えている。 0.23 0.02 0.12 0.61 
24インターネットに熱中し成績が落ちた。 0.10 0.15 0ー.05 。.57
10インターネットを深夜までしてしまい、腫眠不足になった。 0.11 0.07 0.14 0.45 
21インターネットをすることで家自集とトラブルが、ある。 .0.07 .0.04 0.23 0.43 
41インターネットをし過ぎて視力など身体に問題が出た O 0.06 0.13 0.02 0.42 
14インタ ネットをする時聞が長いと、周囲の人から文句を言われることがある。 0.07 0.10 0.22 0.39 ?
??
???
??
? ????? ? ?
???
??
?
? ?
? ?? ??? ?
??
『
? ?
?
?》
????
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が有意に高いことが明らかになった (Z二2.19，p<.05)。
②インターネット依存傾向下位尺度の「禁断症状因子」
について， N型 Iの人は，そうでない人よりも禁断症状
傾向が有意に高いことが明らかになった (Z二2.17，p< 
.05)。
③インターネット依存傾向下位尺度の「現実と仮想との
区別障害因子」について， N型 Iの人は，そうでない人
よりも現実と仮想、との区別障害傾向が有意に高いことが
明らかになった (Z二2.09，p<.05)o 
④インターネット依存傾向下位尺度の「禁断症状因子」
について， A優位型の人は，そうでない人よりも傾向が
有意に低いことが明らかになった (Z二2.53，p< .05la 
⑤インターネット依存傾向下位尺度の「インターネット
上対人関係満足因子Jについて， FC低位型の人は，そ
うでない人よりもインターネット上対人関係満足依存傾
向が有意に低いことが明らかになった (Z=2.03，p< 
.05) 0 
3.6 フェースシートの結果によるパソコンによる
インターネット依存傾向の特徴
本調査のフェイスシートの結果で特徴的であったもの
は，ストレス発散方法として，インターネットの利用を
すると，インターネット依存傾向が高い (t(320)二
7.79，該当群:N=44，平均値=2.16，SD=0.37，非該
当群 :N二278，平均値二1.60，SD二0.45，p<.OOl) こ
とも明らかになった。ストレス発散として部活動などの
スポーツをすることをあげている人はインターネット依
存傾向になる可能性が低くり (180) 二 4.44，該当群:
N=88，平均値=1.50，SD=0.42，非該当群:N=234， 
平均値二1.75，SD二0.49，p<.OOl)，よりよいストレス
発散方法を取り入れていくアドバイスを与えることは，
インターネット依存を軽減させたり，予防することに繋
がるのではないかと推測された。また，本調査のフェー
スシートの結果から，パソコンによるメールやブログを
利用しているのは，男子より女子の方が有意に高い
(l)二18.20，p< .01)のが特徴的であり，また，パソ
コンや携帯電話でインターネット上での悪口・嫌がらせ
の被害にあっているのも男子より女子の方が有意に高い
(x2 (1)二11.95，p< .001)傾向にあり，被害者(t(358) 
=2.31，ある群:N=42，平均値=1.83，SD=0.53，な
い群:N=318，平均値=1.64，SD=.47， p <.05) ・加
Table3-5 インターネッ卜依存傾向の各下位尺度得点の分布と信頼性係数
得点尺度名 度数項目数 平均値標準偏差中央値
インターネット依存傾向全体47項目 361 47 1.66 0.48 .95 
下位尺度の禁断症状因子 361 17 1.98 0.75 .95 
下位尺度②現実と仮想との区別障害因子 361 9 1.19 0.37 .83 
下位尺度③インターネット上対人関係での満足因子 361 5 1.59 0目72 .81 
下位尺度④日常生活・身体的悪影響因子 361 7 1.71 0目63 .74 
Table3-6 インターネット依存傾向の男女別得点の分布と t検定の結果
尺度名 得点性別度数項目数 平均値標準偏差 F 1直 t値(df)
男子 178 47 1.61 0.46 
2.79 
2.13 インターネット依存傾向全体47項目 女子 183 47 1.72 0.51 (359) 
男子 178 17 1.89 0.71 
3.00 
2.21 下位尺度①禁断症状 女子 183 17 2.06 0.78 (359) 
男子 178 9 1.19 0.36 0.13 n.s 下位尺度②現実と仮想との区別障害
0.37 
0.004 
(359) 女子 183 9 1.19 
男子 178 5 1.51 0.66 
5.66 
1.97 下位尺度③インターネット上対人関係での満足 女子 183 5 1.66 0.77 (359) 
男子 178 7 1.64 0.55 
10.03 
1.89 n.S 下位尺度④日常生活・身体的悪影響 女子 183 7 1.77 0.70 (359) 
注:料p<目。1，'p<.05司分散が異なる場合には Welchの検定を行った O
Table3-7 工ゴグラム・パターンとインターネット依存傾向得点・下位尺度得点の WiIcoxon順位和検定結果
工ゴグラム 尺度名 性別 度数 得点 W1i直 Z1i直J~ターン 項目数 平均フンク 順位和
インターネット依存傾向 禁断 該当なし群 350 17 183.01 64054.00 1287.00 
ド
A優位型 症状因子 該当群 1 17 117.00 2.07 1287目。
FC低位型 インターネット上対人関係満足 該当なし群 350 5 182.90 64016.50 1324.50 * 
因子 該当群 " 5 120.41 1324目50
2.03 
インターネット依存傾向全体47 該当なし群 345 47 178.41 61550.50 61550.50 2.19 * 
項目 該当群 16 47 236.91 3790.50 
インターネット依存傾向 禁断 該当なし群 345 17 178.44 61561.50 ドN型| 症状因子 該当群 16 17 236.22 3779.50 61561.50 2.17 
インターネット依存傾向 現実と 該当なし群 345 9 178.80 61686.00 * 
仮想との区別障害因子 該当群 16 9 228.44 3655目。0-61686.00 2.09 
j主:'*'p<.001司材p<.01司'p<.05
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害者 (t(358)二2.94，ある群 :N二32，平均値二1.90，
SD二0.57，ない群 :N二328，平均値二1.64，SD二.47，p 
<.01)両方共にインターネット傾向が有意に高いこと
が明らかになった。
4.考察
4.1 パソコンによるインターネット依存傾向尺度に
ついて
本研究では，中学生を対象として，パソコンによるイ
ンターネット依存傾向の4つの下位因子(禁断症状因子，
現実と仮想との区別障害因子 インターネット上対人関
係での満足因子，日常生活・身体的悪影響因子)が得ら
れた。鄭 (2007)の先行研究では，大学生を対象とし，
7つの下位因子(禁断状態因子，現実と区別障害因子，
日常生活・身体的悪影響因子，肯定的メリット因子，快
的満足因子，仮想的対人関係因子，没入因子)が得られ
ている O このことから，大学生は，ほほ自我が確立され
ていると考えられ，それに対して中学生は，自我が未発
達な状態であると考えられ，その結果，中学生を対象と
した尺度の方が因子数は少ないものと推測される O
また，パソコンによるインターネット依存傾向全体
(t (359)=2.13， p<.05)，禁断症状因子(t(359) =2.21， 
p<.05)， インターネット上対人関係での満足因子 (t
(359) 二1.97，p< .05) についてそれぞれ，男子よりも
女子のほうが有意に高い得点を示されたことは，パソコ
ンによるインターネットの利用の仕方に影響があるので
はないかと推測できるのではないか。ここで，現実と仮
想との区別障害因子 (t(359) =0.13， n.s.) と日常生活・
身体的悪影響因子(t(359)二1.89，n.s.) については，
男女の得点差は有意で、はなかったと示されたことは，エ
ゴグラムでいう Aの自我機能が十分機能していること
が推測される O また，本研究のフェースシートにおける
利用目的や種類の内訳の結果を参考にしても，パソコン
におけるインターネット上での，ブログ・プロフの利用
が男子より女子の方が好んで利用している (x2 (l)二
18.20， p<.OOl) ことが明らかになっている O また，パ
ソコンや携帯電話でインターネット上での悪口・嫌がら
せの被害にあっているのも男子より女子の方が有意に高
い(1)二11.95，p<.OOl)傾向になっている O この
ことから，女子はインターネット上でのコミュニケーショ
ンを楽しむ傾向があると推測される O 服部 (2009)は，
インターネットのブログ・プロフが現代社会の移行対象
であると推測し，ブログ・プロフ・メールなどが慰める
存在になっているのではないかと推測している O これら
のことを考えると，中学生の女子の中で，インターネッ
ト上でのコミュニケーションが必ずしも「悪い依存jに
なっているとは限らず，移行対象的にインターネット上
でコミュニケーションを愛用し 発達における大切な存
在として機能している可能性があることも推測される O
4.2 パソコンによるインターネット依存傾向と
自己成長エゴグラム (SGE)・パターンとの関連性
パソコンによるインターネット依存傾向とは，渡辺
(2007)がいう， 1良いきつつ七依存」なのか，それとも，
「悪い依存」であろうか。
渡辺(1997) によると，依存とは，心理的な安心と肉
体的な満足を求めようとする行為であるとし，誰しも母
親の胎内にいた時には，安心と満足は常に得られており，
心身が包み込まれ，平安な気持ちを抱いていたとしてい
る。そして，出生後，社会の中で生き続ける為には，無
力な赤ん坊は，いつでも自分を受け止めてくれる優しい
母親に依存し，母親は世話をするという苦労の中に，無
限の喜び、を感じ取り母子一体感が成立するとしている。
赤ん坊の心の中に優しい母親像が出来上がってくると，
見捨てられる心配がなくなり，一人歩きを初め，やがて，
独立した人間として，母親との対等の関係でお互いの依
存を自覚するようになってくる。しかし，肉体が成熟し
でも依存は未熟なままにとどまることがある。大人の中
に子どもが潜み，安心と満足を得る為に，他者との一体
感をいつまでも追い求め，見捨てられるという不安が強
く，誰かにしがみついていないと生きていけないと思っ
ている。
本結果によると，①「インターネット依存傾向全体」
について， N型Iの人は，そうでない人よりもインター
ネット依存傾向全体が有意に高い (z二2.19，p<.05) 
ことが明らかになっており，下位尺度の②「禁断症状因
子Jについても， N型Iの人は，そうでない人よりも禁
断症状傾向が有意に高く (z二2.17，p<.05)，また，下
位尺度の③「現実と仮想との区別障害因子jについて，
N型Iの人は，そうでない人よりも現実と仮想との区別
障害傾向が有意に高い (z二2.09，p< .05) 0 ことが明ら
かになっている。
ここで， N型IをJohnM. Dusay (1977) における基
本的構えから検討すると， 1 am not OK. You are OKJ 
の自己否定型・他者肯定型になる。このタイプは，自分
を劣等とみなす，不快感を持ち，現実から逃避したい気
持ちを抱いている o1本の症状としては，ノイローゼや抑
うつ症になりやすいとしている O また， N型Iをエゴグ
ラムの7ちから検討する O このN型Iは， CP. FCが低く，
NP' ACが高く， Aが低い形である。東京大学医学部心
療内科 TEG研究会 (2006b) によると， N型Iは， 1人
に優しく世話好きで， rNo.lと言えないので，仕事を頼
まれると無批判に引き受け他人に尽くすとし寸傾向があ
るo Dusayは，他人に『いいえJと言えないで他人から
利用されたり，要求された以上に他人に与えてしまうj
としている O これらの知見を踏まえて，筆者は，インター
ネット依存傾向の高い傾向の中学生は，現実生活の中で
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他人の要求に過剰なほど受け入れてしまい，他者を満足
させることで，自分の喜ぴとしていると考えた。そして，
本結果の下位尺度「禁断症状因子jについても， N型I
の人は，そうでない人よりも禁断症状傾向が有意に高い
(Z=2.l7， p<.05)ことからも，心身に禁断症状が出る
ほど，現実生活とはかけ離れた異空間に没入してしまい
やすいのがインターネットの世界であると考えた。また，
本結果の下位尺度「現実と仮想、との区別障害因子」につ
いて， N型Iの人は，そうでない人よりも現実と仮想と
の区別障害傾向が有意に高い (Z二 2.09，p< .05) こと
から，インターネット上の仲間の方が，現実の生活の人
よりも，自分を理解してくれたり，誰からも要求される
ことがなく，匿名であることや架空の人になりすますこ
とも可能であることなどから インターネット上では自
由に伸び伸びとできる空間になる可能性があり，インター
ネットの世界にさらにのめりこむ可能性があるのではな
いかと考えた。
そこで，このインターネット依存傾向から抜け出した
り，予防するには，本結果で下位尺度の「禁断症状因子j
について， A優位型の人は，そうでない人よりも傾向が
有意に低い (Z二 2.53，p< .05) ことが明らかになって
いるように， Aの自我機能を高めることが考えられる O
東京大学医学部心療内科TEG研究会 (2006b)によると，
NPの自我機能が高く Aの自我状態が低い人は，感情
で行動してしまうところがあり，冷静で、計画性がないと
している O そこで，現実検討するための Aの自我機能
を成長させることが必要で、あるといえると推測される O
中学生の生活の中でAの自我機能を成長させるための
具体的な活動を考えると どの中学校にもある「毎日の
生活の記録jなどを利用して，毎日の自分の生活を振り
返るための日記をつけたり，何時間パソコンでインター
ネットを利用したか記録するなど，自分の行動をセルフ
モニタリングすることが必要だといえる O また，新聞や
本などを普段から積極的に読み，物事を分析したり，教
科学習や学活・道徳などでは 「他の人ならどうするだ
ろうかjと客観視してみることを取り入れたりすること
で， Aの自我機能が高まることに繋がっていくと推測さ
れる O また，本結果で，下位尺度「インターネット上対
人関係満足因子」について， FC低位型の人は，そうで
ない人よりもインターネット上対人関係満足依存傾向が
有意に低い (Z二 2.03，p< .05) ことが明らかになって
いる O インターネット上対人関係満足依存傾向型から抜
け出したり，予防するには，東京大学医学部心療内科
TEG研究会 (2006b) によると FCを高めることによっ
てACを抑え，他人を満足させることだけでなく，現実
の生活の中で，自分を満足させ， I他者肯定・自己否定j
から「他者肯定・自己肯定」に近づいていくことである
としている。中学生にとって FCを高める為の具体的な
行動としては，普段から自分の気持ちを表現することを
意識したり，趣味をふやしたりして自分が楽しむこと時
間をつくっていくことなどで FCの自我機能を高めるこ
とができると考えられる O 教師は，授業や昼食のなかで，
少人数グループ学習や生活班で自分の意見を言い合える
雰囲気をつくり意見を交換する機会を増やしたり，生徒
の気持ちを聞いたりすることを普段から心がけていくこ
とも大切であると考えられる。
5.今後の課題
本研究の今後の課題として，①今回の尺度は，一部の
学校に登校している巾学生を対象であったが，登校しぶ
りの生徒や，適応教室に通っている生徒にも対象とし，
より全般的な中学生における妥当性のある，パソコンに
よるインターネット依存傾向尺度を開発することを今後
行っていきたい。また，パソコンによるインターネット
依存傾向にある生徒にインタビュー調査したりして，よ
り具体的に実態状況の把握に努めていくことも今後の課
題であると考えられる O
また，本研究では，エゴグラムのパターンを細分化し
たことによって，より細かな特徴を捉えることができた
が，それぞれの対象人数が少なくなったため，多様な分
析が行えなかったことも問題点として挙げられる。今後，
対象人数を増やしたり，エゴグラム・パターンの特徴を
まとめていくなどさらに工夫しながら，分析を進めてい
くことが検討課題として考えられる。
また，今後，本研究においては，このような研究実践
を基盤とし，心理教育を交えた，新たな情報メディア・
リテラシー教育の研究と教材の開発を検討していきたい。
今回，中学生のパソコンによるインターネット依存傾向
とエゴグラムにおける自我状態との関連性が明らかとなっ
たが，今後，エゴグラムの“あくまで自分の自我状態に
気づき自己分析するためのツールとして用いられる"と
いう特性を活かしながら，生徒の自己の成長や対人関係
の改善にゃくだてていきたい。そこで，パソコンによる
インターネット依存傾向を軽減させたり，予防するため
の具体的な行動の仮説を，今後検証していくことが新た
な検討課題であり，また中学生の段階では，パソコンに
よるインターネットへの依存傾向がまだ少ない発達段階
であると考えられるので，今後，依存傾向を“知り・気
づき・予防する"情報メディア・リテラシ一教育の教材
の開発に繋げていきたい。具体的には，①自分のメディ
アとのかかわり方をチェックする，②自分の対人関係の
あり方をチェックする，③自分の生活のしかた，ストレ
ス発散方法を見直すというカードを作成し，より適切な
生活をおくるためのアドバイスをf食言すしアド、パイスカー
ドの作成を行い，その効果の検証を行っていくことを考
えている O
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<付記> 本論文をまとめるにあたり，ご指導いただき
ました兵庫教育大学大学院遠藤裕乃准教授とご協力くだ
さいました多くの先生方に心から感謝いたします。また，
調査にご協力くださいました皆様に心よりお礼申し上げ
ます。
最後に，本研究は，第34回(平成20年度)・第35回
(平成21年度)パナソニック教育財団(旧松下教育財団)
実践研究助成金の研究メンバーの一員として活動させて
いただき研究が行われました。心より感謝申し上げます。
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